
【参考資料】

• 首里城連続シンポジウムの経過 ・・・・ １

• 首里城の火災の歴史 （第1回 加藤氏 資料） ・・・・ ２

• 首里城の復元瓦 （第1回 加藤氏 資料） ・・・・ ３

• 焼失した９施設の概要 （第1回 中本氏 資料） ・・・・ ４

• 正殿建築の概要 （第1回 中本氏 資料） ・・・・ ５

• 首里城火災によって喚起された課題 （第2回 関澤氏 資料） ・・・・ ６~９

• 日本の森林の状況 （第2回 安藤氏 資料） ・・・・ １０

• 針葉樹の辺材（白太）と心材（赤身） （第2回 安藤氏 資料） ・・・・ １１

• 木の文化 と 木の文明 （第2回 安藤氏 資料） ・・・・ １２

• 伝統建築をつくるのに必要な職方（江戸時代）（第2回 上田氏 資料） ・・・・ １３

• 大工職方の構成 （第2回 上田氏 資料） ・・・・ １４

• 首里城（沖縄）の特殊性と再建における課題 （第2回 上田氏 資料） ・・・・１５~１７



首里城復興連続シンポジウム

「首里城正殿の再建方法を考える」
主催：（公社）日本建築士会連合会／（公社）沖縄県建築士会
共催：（一社）工学院大学校友会／（学法）工学院大学／工学院大学建築学部

第１回「消失前の首里城正殿はこのような建物だった」
2020年1月31日（金）１８：３０～２０：００

於 工学院大学新宿キャンパス アーバンテックホール

第2回「再建に向けて －木材・職人手配・防災ー」
2020年2月25日（火）１８：３０～２０：００

於 工学院大学新宿キャンパス アーバンテックホール

第3回「こうすれば首里城は再建できるー日本建築士会連合会からの提言ー」
2020年3月21日（土）１４：００～１５：３０

於 沖縄産業支援センター 大ホール

加藤真司 （株）建設環境研究所技師長、 元国営沖縄記念公園首里出張所長
中本 清 前沖縄県建築士会会長、 元首里城正殿復元設計責任者
川上広行 清水建設（株）九州支店工事長

安藤直人 東京大学名誉教授
関澤 愛 東京理科大学教授
上田忠司 （株）竹中工務店 伝統建築グループ副部長

登壇者

登壇者

⇒新型コロナウィルスの感染拡大を防止する観点から第3回は開催中止
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首里城の火災の歴史
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首里城の復元瓦
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施設名 供用年 構造
当時の工
事費用

正殿 せいでん

1992年

木造2重３階建 33億円

北殿 ほくでん

鉄筋コンクリート造（外観木造）
21億円南殿・番所

なんでん・ばんどころ

奉神門 ほうしんもん

書院・鎖之間
しょいん・さすのま 2007年

木造平屋建（地下部：鉄筋コンクリート
造）

19億円

黄金御殿・近習詰所
くがにうどぅん・きんじゅうつめしょ

2014年
鉄筋コンクリート造一部木造2階建

寄満 ゆいんち

木造平屋建奥書院 おくしょいん

二階御殿
にーけーうどぅん

2019年 1階鉄筋コンクリート造2階木造

焼失した9施設の工事費総額（当時）は 約73億円
首里城公園の全体事業費（工事費、用地費、測量・設計費）は 約260億円

出典・・首里城正殿復元に向けた技術検討委員会資料より ４



正殿建築の概要

正殿は琉球王国最大の建造物、琉球文化の結品である。

構造形式は、桁行11間、梁間7間、2重3階、入母屋造、

正面中央5間庇及び3間向拝つき、向拝唐破風造、総本瓦葺き

日本及び中国文化の影響を受けて、それらを咀嚼融合し、大胆な変形と組み合わせによる

琉球独特の建築である。独自の様式として、2階建ての宮殿、大小2対の龍柱がある。

鈴木嘉吉奈良国立文化財研究所所長（出典・・「琉球王府首里城」 ㈱ぎょうせい 1993年5月）

（写真・・中本清）
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•首里城火災によって喚起された課題

1. あらためて喚起された「早期発見」·「初期消火」の重要性

2. 初期消火を意識した「自主防災体制と訓練」の強化

3. 「屋外防火」に対して「屋内防火」の重視と意識づけ

4. 「消防通報」の迅速化

5. 要塞構造の首里城への消防隊アクセス困難性の解決

6. 施設管理者と公設消防との「連携体制の強化」

7. 文化財建造物の状況を踏まえた 「消防計画」の確立

(8)相互に接続·接近した建物間に防火シャッター等の設置
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•「早期発見」·「初期消火」の重要性

熱感知器(特に文化財建造物に多い空気管式熱感知器) から煙感知

器の重視へ

•···>発見した時には初期消火の余裕が限定されがち

•···>一律的な空気管式感知器適用から適材適所の感知器を

•(例えば分離型) 

•···>非火災報対策は工夫の余地あり

消火器依存からの脱却

•···>人的なら屋内消火栓(できれば易操作性)の重視と訓練による意識

付け

•···>人的操作が難しい空間なら自動消火設備(SP、ドレンチャー など) 

•···>初期消火訓練の工夫(できるだけ多くの人に参加してもらう、 実際に

水を出すなど) 
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•「屋外防火」に対して「屋内防火」の重視

放水銃依存や重視の防火体制から「屋内消火」のより一

•層の重視へと意識転換

•···>放水銃の機能と限界が正確に理解されているかという問題

•···>屋内火災の初期消火は屋内の消火設備でしかできない

•ことをもっと啓発すべき

付近からの延焼防止と自家出火への対応の2つの視点

の明確化

放火も含めて自家出火の確率のほうがはるかに高い

文化財への影響回避が防火の軽視にならぬように
８



•「アクセス困難性」·「消防水利不足」の解決

連結送水管設備を首里城公園に設ける
•···>地下埋設の史跡に影響を与えない箇所に送水管を敷設

•···>消防ポンプ車が集結する駐車場に送水口を設け、かつ、
•···>首里城敷地の複数箇所に放水口を設置して、

•ポンプ車による圧送で水利中継するというものである

首里城の敷地内に防火水槽を増設し、その近くにポンプと

ホースの格納倉庫を設ける

自動通報装置を設ける
•···>自動火災報知設備の感知器の作動と連動して自動的に

•消防署に通報が届く

•···>小規模社会福祉施設等にはその規模にかかわらず設置
•されているものであり、

•···>世界遺産である首里城ならば当然設置されていて当然 ９



・日本の森林面積は国土の66%(2500万ha）

・人工林（育成林）は40%の約1000万ha
スギ44%  ヒノキ25%   カラマツ 10%   その他21%

・森林蓄積（森林を構成する樹木の幹の体積）は約33億㎥
・戦後の拡大造林による人工林は50年間で６倍に増加

・2018年の木材の総需用量8250万㎥、木材自給率36.6%
用材の主な自給率
製材用材 48.9%
合板用材 40.8%
パルプ・チップ用材 15.9％
燃料材 69.3%
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辺材（白太） 腐朽・蟻害に弱い

心材（赤身） 腐朽・蟻害に強い

板目 柾目

針葉樹
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伝統建築をつくるのに必要な職方（江戸時代）

• 大工
• 木挽 ・・・製材

• 鍛冶方 ・・・釘・鎹、大工道具

• 錺方 ・・・装飾金物

• 塗師 ・・・漆塗 （朱・弁柄・黒塗含む）

• 壁方 ・・・左官 （屋根漆喰も）

• 石方 ・・・石垣・土台など

• 建具方
• 瓦方

• 足代方 ・・・足場（鳶）

• 屋根方 ・・・杮・檜皮など

• 桶方 ・・・風呂桶 （消防用水）

• 張付師 ・・・張付壁

• 絵師 ・・・障壁画など

西和夫『江戸建築と本途帳』より
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棟梁（1名：50～60代）

副棟梁（2～3名：30～40代）

職方（平均15～20人：若手・40～60代）

大工職方の構成

図面精査・他職種との調整・墨付け・

全体統括

図面精査・墨付け・施工図作図・重要部分の加工・

組立指示

手刻み加工・組立

手元（作業補助）

大工道具を使わない仕事

地元の大工の参画が重要

・現地の気候対応、環境対策

・蟻害対策

・地元の特殊構法（継手仕口など）

・資材や地元の他業種手配

・竣工以降のメンテナンス対応

大型木工機械による製材加工

（ランニングプレーナー、クロス
カッター、NC加工機など）

木材加工場担当
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首里城（沖縄）の特殊性と再建における課題

出典：令和元年度 首里城復元に向けた技術検討委員会（第1回）http://www.ogb.go.jp/kaiken/matidukuri/syurijou_hukugen_iinkai/20200122_syurijou_3

※細粒砂岩（ニービヌフニ）

※継続的・安定的な雇用が確保できるか、県内への技術定着 ⇒ 城内の長期的な復元計画と職人配置育成の必要性
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首里城（沖縄）の特殊性と再建における課題

出典：令和元年度 首里城復元に向けた技術検討委員会（第1回）http://www.ogb.go.jp/kaiken/matidukuri/syurijou_hukugen_iinkai/20200122_syurijou_3

首里城石垣の相方積み 撮影：上田
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首里城（沖縄）の特殊性と再建における課題

出典：令和元年度 首里城復元に向けた技術検討委員会（第1回）http://www.ogb.go.jp/kaiken/matidukuri/syurijou_hukugen_iinkai/20200122_syurijou_3

※素焼き瓦：土の配合、練り方、高温焼成に特殊なノウハウが必要

17




